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二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践

運
動
）
が
三
年
を
経
過
い
た
し
ま
す
。
当

山
陰
教
区
で
は
「
日
常
の
寺
院
活
動
：
地

域
と
寺
院
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
」
を
目
標
に
推
進
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

二
〇
一
二
年
に
教
区
内
寺
院
の
実
態
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
状
を
把
握
し
、

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
改
善
す
る
た
め

の
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。
九
割
の
寺
院

か
ら
回
答
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
既
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
十
五
％
の
寺

院
に
住
職
が
お
ら
れ
な
い
こ
と
、

三
十
五
％
の
寺
院
に
後
継
予
定
者
が
お
ら

れ
な
い
こ
と
な
ど
、
予
想
し
て
い
た
と
は

い
え
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
に
「
寺
が
消
え
る
」
と

い
う
特
集
番
組
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
て

以
来
、
過
疎
に
よ
る
深
刻
な
状
況
や
地
域

自
治
の
困
難
、
寺
院
の
生
活
維
持
や
後
継

者
不
在
な
ど
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
放
送
後
の
三
十
年
足
ら
ず
の
間
に
教

区
内
で
四
十
余
ヶ
寺
が
解
散
・
合
併
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
結
果
に
至
っ
た

方
々
の
ご
苦
労
と
悲
し
み
は
察
す
る
に
あ

ま
り
あ
り
ま
す
。

そ
の
実
状
に
危
機
感
を
持
た
れ
た
ご
住

職
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
郷
里
を
離

れ
た
ご
門
徒
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め

に
山
陰
か
ら
法
務
に
出
向
き
、
ま
た
教
区

内
で
法
座
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
寺
院
に

出
講
さ
れ
る
な
ど
法
灯
を
絶
や
さ
な
い
た

め
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

「
離
郷
門
信
徒
の
つ
ど
い
」
や
「
と
も
し

び
法
座
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
に
学
び
、
こ
の
教
区
が
抱
え

る
課
題
を
実
践
目
標
に
か
え
て
、
日
常
の

寺
院
活
動
を
点
検
し
、
地
域
の
人
が
訪
れ

や
す
い
寺
院
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
寺
を
中
心
と
し
た
時
代
に
あ
っ
た

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

地
域
と
寺
院
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

く
方
策
を
探
り
、
こ
れ
か
ら
の
お
寺
の
あ

り
方
を
問
う
取
り
組
み
で
す
。

本
年
度
は
、「
勤
式
練
習
所
」
で
勤
式

の
研
鑽
を
、
寺
院
の
後
継
者
問
題
の
一
助

と
な
れ
ば
と
「
ご
縁
ま
ち
交
流
」
と
し
て

出
会
い
の
場
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
寺
院
活
動
の
基
本
は
、
そ
こ
に
お

寺
が
「
在
る
」
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
中

で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
、
と

も
に
体
を
動
か
し
、
自
分
や
ま
わ
り
の

方
々
に
思
い
を
巡
ら
し
、
集
い
、
顔
を
会

わ
せ
、
そ
し
て
手
を
合
わ
す
場
所
で
あ
る

は
ず
で
す
。「
そ
こ
に
人
が
い
る
限
り
お

念
仏
が
あ
る
。」
そ
う
い
う
場
所
が
未
来

に
向
か
っ
て
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

合
掌

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
の
願
う
も
の

　山
陰
教
区
教
務
所
長

　中
尾
了
信

光輪寺の椎
しい

の木
き

　　いつからここに居るのか・・。光輪寺の境内に、二本の椎の大樹がどっしりと根をはっ
ています。幕末頃、光輪寺が二度の火災に遭い、鹿野城下の家老屋敷跡である現在地に引っ越して来た
ときには、すでに先輩として居られたようです。木陰を作り、風を防ぎ、秋にはたくさんの実を落とし
てくれて、それを拾いに来る子どもの子守りをしてくれます。（実を炒って食べると香ばしくておいしい
です。）これからも守り伝えてゆくべき銘木でありましょう。・・・どうか私の代で枯れないで・・
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平
成
二
十
六
年
度
山
陰
教
区
門
徒
総
代

会
研
修
会
を
、
鳥
取
、
出
雲
、
石
見
三
会

場
で
実
施
し
た
。
講
師
に
は
本
願
寺
総
合

研
究
所
研
究
員
の
那
須
公
昭
先
生
を
招
い

た
。
従
来
は
分
科
会
毎
に
分
れ
て
、
テ
ー

マ
を
設
定
し
話
し
合
い
を
し
て
い
た
が
、

今
年
度
は
各
会
場
ご
と
に
二
名
の
提
案
者

に
よ
っ
て
実
践
活
動
に
よ
る
提
案
を
し
た
。

テ
ー
マ�

「
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺

　
院
護
持
運
営
に
つ
い
て
」

○
鳥
取
会
場
　
鳥
取
因
幡
組
　
願
正
寺

期
日
　
十
一
月
二
十
六
日

提
案
者
　
谷
川
輝
久
（
鳥
取
因
幡
組
　
正
栄
寺
）

提
案
者
　
下
田
貞
夫
（
鳥
取
伯
耆
組
　
覺
善
寺
）

○
石
見
会
場
　�

石
央
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

期
日
　
十
二
月
二
日

提
案
者
　
松
下
　
誠（
大
田
中
組
　
浄
福
寺
）

提
案
者
　
山
根
哲
朗
（
益
田
組
　
立
安
寺
）

○
出
雲
会
場
　
出
雲
市
民
会
館
　
　

期
日
　
十
二
月
三
日

提
案
者
　
春
日
一
男
（
松
江
組
　
順
光
寺
）

提
案
者
　
新
宮
　
功
（
出
雲
組
　
源
光
寺
）

Ⅰ
　
各
会
場
で
の
実
践
活
動
報
告
概
要

○�

若
者
の
寺
参
り
が
少
な
い
の
で
、
若
者
が

気
軽
に
寺
へ
足
を
運
べ
る
対
策
と
し
て
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
落
語
の
開
催
、
奉
仕
活
動
後

の
懇
親
会
等
に
よ
り
魅
力
あ
る
寺
、
自
分

達
の
寺
と
い
う
意
識
を
培
う
。

○�

各
寺
の
活
動
と
し
て
は
報
恩
講
前
の
仏

具
磨
き
、
地
区
あ
げ
て
の
大
掃
除
を
実

三
地
区
門
徒
総
代
会
研
修
会

山
陰
教
区

　門徒
総
代
会

　会長

　上
田
正
吉

施
し
て
い
る
。

○�

住
職
・
坊
守
が
囲
碁
、
大
正
琴
、
茶
花

等
の
指
導
に
よ
る
会
場
を
寺
院
が
提
供

し
、
門
徒
以
外
の
人
も
各
種
法
要
へ
参

詣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○�

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
を
門
徒
が
主
体
と
な
っ

て
、
休
耕
田
三
反
を
利
用
、
事
業
費
（
一

口
千
円
）
と
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
門
徒
以
外
に
も

そ
の
趣
旨
の
理
解
を
得
て
輪
が
広
が
り
、

そ
の
成
果
は
地
域
の
力
と
な
っ
て
い
る
。

○�

東
京
在
住
の
住
職
が
年
六
回
の
法
要
に

帰
省
、
そ
れ
以
外
は
地
元
の
門
徒
が
管

理
し
て
い
る
。

Ⅱ
　
講
師
総
評

少
子
高
齢
化
過
疎
化
に
と
も
な
っ
て
、

人
口
減
少
に
よ
る
自
治
体
消
滅
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
開
か
れ
た
本
堂
、

地
元
の
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
、
そ
し
て

寺
院
活
動
と
し
て
捉
え
る
寺
と
し
て
今
後

は
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
　�

終
わ
り
に

　
研
修
会
は
三
会

場
、
延
べ
人
数

二
六
三
名
の
参
加

の
下
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
今
後

の
課
題
に
向
か
っ
て
、

住
職
・
総
代
が
一

体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月

二
十
一
日
（
水
）、
本
願
寺
山
陰
教
堂�

御

正
忌
報
恩
講
法
要
を
今
年
も
お
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
江
組
内
を
中
心

と
し
た
御
法
中
、
並
び
に
山
陰
教
区
雅
楽

声
明
の
会
「
雅
龍
会
」
の
皆
さ
ま
に
御
出

仕
戴
き
、
午
前
の
法
要
で
は
宗
祖
讃
仰
作

法
第
一
種
、
午
後
の
法
要
は
、
宗
祖
讃
仰

作
法
第
三
種
（
音
楽
法
要
）
の
お
勤
め
を

い
た
し
ま
し
た
。

宏
林
晃
信
師
（
兵
庫
教
区
阪
神
南
組
浄

元
寺
）
の
ご
法
話
を
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
お
聴
聞
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。お

昼
に
は
、
松
江
組
眞
光
寺
の
坊
守
さ

ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
仏
教
讃
歌
の
練

習
会
。

今
年
も
雅
龍
会
の
皆
さ
ま
に
よ
る
雅
楽

の
楽
器
の
説

明
と
実
演
を

行
い
ま
し
た
。

多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
参

拝
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
お

参
り
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

御
正
忌
報
恩
講

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町498-6　松江駅前第一生命ビル2階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB中国四国　松江支店
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四
月
一
日
（
金
）、
邑
智
西
組
光
西
寺
に

お
い
て
、「
山
陰
教
区
　
ほ
と
け
の
子
ど
も

の
つ
ど

い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
区
内

よ
り
子
ど
も
た
ち
九
十
一

名
が
集

ま
り
、
仏
参
・
ゲ
ー
ム
・

ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご

し
ま
し
た
。

こ
の

集
い
の
開
催
に
つ
い
て
は

教
区
の

各
教
化
団
体
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
仏
婦
等
、
教
化
団

体
に
参
画
の

ご
依
頼
を
し
、
各
教
化

団
体
の
活
動

項
目
に
組
み
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

な
お
、
こ

の
集
い
は
山
陰
教
区
内

を
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
周
り
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
二
十
四
年
春
休
み

に
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
予
定
で
す
。

御本山御用達　開明社員

七 條 袈 裟
五 條 袈 裟
色 衣・ 切 袴
黒 衣・ 布 袍
打 敷・ 戸 帳

旗 ・ 幕
念珠・門徒式章
裃・ 稚 児 装 束
記 念 品 一 式

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ

こ
の
た
び
初
め
て
ビ
ハ
ー
ラ
の
全
国
集

会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
研
修
時
間
は

一
泊
二
日
の
実
質
八
時
間
、
分
科
会
は
十

に
及
び
、
開
催
要
項
を
一
目
見
た
と
き
か

ら
、
そ
の
内
容
の
深
さ
に
期
待
を
膨
ら
ま

せ
て
お
り
ま
し
た
。
初
日
の
開
会
式
で
は
、

ご
門
主
が
挨
拶
の
中
で
『
浄
土
真
宗
の
教

章（
私
の
歩
む
道
）』に
記
さ
れ
て
い
る「
自

他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
実
現
」
と
い
う
部
分
を
ご
引
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ハ
ー
ラ
が
宗
門

の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
事
な
理
念
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の

第
十
五
回
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
全
国
集
会
の
報
告

　佐
波
組

　明
光
寺

　西

　原

　慎

　治

集
会
の
ベ
ー
ス
と
な
る
、
志
慶
眞
文
雄
先

生
の
基
調
講
演
で
は
、
ビ
ハ
ー
ラ
に
関
わ

る
う
え
で
「
生
死
の
苦
海
の
中
に
い
る
私

た
ち
は
、
自
ら
の
計
ら
い
で
は
な
く
、
他

力
本
願
の
縁
に
遇
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
こ
の
生
死
の
問
題
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
い
う
信
仰
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、
施
設
職
員

さ
ん
の
抱
え
て
い
る
苦
悩
に
つ
い
て
も
話

が
及
び
、
と
て
も
深
い
気
付
き
を
頂
き
ま

し
た
。
全
体
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
未
来

へ
の
可
能
性
を
感
じ
る
熱
い
集
会
で
あ
り

ま
し
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
二
月

二
十
四
日
火
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
を
行
い
、

部
会
、
担
当
者
会
、
行
事
報
告
を
し
ま
し

た
。
平
成
二
十
五
年
度
の
山
陰
教
区
各
組

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
数
は
、
全
国

三
十
一
教
区
中
、
八
番
目
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
で
は
、
新

し
い
教
区
総
合
基
本
計
画
、
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

講
師
派
遣
制
度
の
説
明
、
戦
後
七
十
年
の

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
教
区
で
千

鳥
ヶ
淵
法
要
へ
団
参
計
画
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
他
、
P
D
C
A
や
内
規
変
更
も
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
三
年
間
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
簡
単
な
冊
子
に
し

て
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
朋
社
会
部
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
研
修
会
と
、
千

鳥
ヶ
淵
法
要
団
参
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

伝
道
広
報
部
で
は
、
僧
侶
研
修
会
が
八

月
二
十
六
～
二
十
七
日
に
出
雲
市
民
会
館

で
、
内
藤
知
康
和
上
を
お
迎
え
し
開
催
さ

れ
ま
す
。
勤
式
練
習
所
は
、
会
場
を
前
期

｜
江
津
の
千
田
浄
光
寺
様
、
後
期
｜
松
江

の
本
願
寺
山
陰
教
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

寺
院
活
動
支
援
部
会
で
は
ご
縁
ま
ち
交

流
に
つ
い
て
、
成
果
と
反
省
、
今
後
の
継

続
計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
サ
ン

ガ
と
、
こ
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
に
つ
い

て
も
話
し
が
出
ま
し
た
。
二
十
七
年
度
以

降
は
過
疎
問
題
に
も
取
り
組
み
た
い
と
の

意
向
で
す
。

閉
会
の
挨
拶
で
副
委
員
長
は
、
私
見
な

が
ら
、
イ
ス
ラ
ム
国
問
題
や
、
少
年
の
事

件
な
ど
社
会
問
題
に
触
れ
て
今
後
こ
れ
ら

に
も
取
り
組
む
必
要
性
を
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。

実
践
運
動
委
員
会（
総
会
）

報
告
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平
成
二
十
七
年
三
月
二
・
三
日
、
邑
智

ブ
ロ
ッ
ク
が
引
き
受
け
と
な
り
、
地
区
別

布
教
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
坊
で

あ
り
ま
す
高
善
寺
も
会
所
の
一
つ
と
な
り

ま
し
た
。
ご
門
徒
の
皆
様
は
、
い
つ
も
の

法
座
と
違
っ
て
二
名
の
ご
講
師
の
お
話
が

伺
え
る
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

高
善
寺
に
は
藤
森
観
海
先
生
と
波
北
顕

先
生
に
お
こ
し
頂
き
ま
し
た
。
お
二
人
と

も
優
し
く
穏
や
か
な
口
調
で
話
さ
れ
、
先

生
方
の
お
人
柄
が
現
れ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
波
北
先
生
は
、
幼
い
娘
さ
ん

と
の
や
り
取
り
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
止
め

る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
頂
き
ま
し
た
。

藤
森
先
生
は
、
お
参
り
の
皆
さ
ん
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
、
わ
ざ
と
負
け
る
こ
と
が
難

し
い
自
分
の
姿
に
、
遊
び
心
を
交
え
な
が

ら
気
づ
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
仏
法
の

お
話
の
な
か
に
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な

例
や
、
楽
し
い
遊
び
の
瞬
間
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
仏
教
を
と
て
も
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
門
徒
の
皆
様

も
お
聴
聞
す
る
な
か
で
自
然
と
笑
顔
に
な

り
、
こ
の
度
の
ご
縁
を
と
て
も
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
備
後
教
区
の
福
間
玄
猷

二
月
二
十
八
日
大
田
東
組
真
浄
寺
に
お

い
て
、「
実
践
運
動
と
門
徒
推
進
員
」
を

テ
ー
マ
に
三
十
人
の
参
加
者
の
も
と
、
履

修
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
山
陰
教
区
教
務
所
長
・
中
尾

了
信
師
の
お
話
、
雅
龍
会
代
表
・
山
崎
崇

峰
師
の
仏
事
勤
行
指
導
が
あ
り
、
午
後
は

教
区
連
研
講
師
・
藤
森
観
海
師
ら
に
よ
る

連
研
ノ
ー
ト
Ｅ
・
問
い
十
二
「
自
他
と
も

に
心
豊
か
に
生
き
る
」
の
問
題
提
起
と
、

一
時
間
の
話
し
合
い
法
座
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
教
修
の
す
す
め
、
修
了
証

授
与
と
終
日
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。

私
は
話
し
合
い
法
座
の
記
録
係
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
大
田
東
組
の
連
研
で

山
陰
教
区
選
出
の
布
野
信
之
門
徒
宗
会

議
員
（
神
門
組
・
長
楽
寺
門
徒
）
が
、
第

三
〇
八
回
定
期
宗
会
最
終
日
の
三
月
五
日
、

藤
本
毅
副
議
長
辞
任
に
伴
う
副
議
長
選
挙

で
当
選
し
、
宗
会
副
議
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

布
野
副
議
長
は
、
宗
会
議
員
三
期
。
副

議
長
一
回
目
。
中
央
寺
院
振
興
対
策
委
員

会
委
員
と
し
て
過
疎
対
策
に
ご
尽
力
い
た

先
生
に
『
お
寺
の
魅
力
大
発
見
～
必
要
と

さ
れ
て
い
る
私
た
ち
～
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
研
修
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
絵
本
を
用
い
て

法
話
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
研
修
で

は
福
間
先
生
が
実
際
に
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
改
め
て
絵

本
と
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
表
れ

て
い
る
テ
ー
マ
は
人
間
の
本
質
に
迫
る
も

の
で
あ
り
、
言
葉
の
一
つ
一
つ
が
よ
く
心

に
届
い
て
く
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
直

接
的
に
仏
教
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
な
く
て

も
、
い
の
ち
や
人
間
と
深
く
向
き
合
っ
て

い
く
と
、
自
然
と
仏
教
の
考
え
方
へ
と
近

づ
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
福
間

先
生
は
、
現
在
の
老
病
死
が
み
え
に
く
く

な
っ
た
社
会
は
お
釈
迦
さ
ま
が
王
子
だ
っ

た
こ
ろ
の
状
況
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
も
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

段
々
と
仏
教
が
伝
わ
り
に
く
い
社
会
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
回
の
布
教
大
会
を
通
し
て
、
仏
教

へ
の
入
り
口
は
様
々
に
あ
る
こ
と
に
も
気

が
つ
き
ま
し
た
。
仏
教
を
真
面
目
に
難
し

く
表
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
目
の

前
に
お
ら
れ
る
方
に
届
く
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
今
後
し
っ
か

り
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

毎
回
記
録
係
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
ス
タ
ッ

フ
の
ご
苦
労
が
身
に
染
み
ま
し
た
。
他
の

参
加
者
の
話
を
よ
く
聞
き
、
自
分
は
ど
う

思
う
か
、
と
自
問
自
答
し
な
が
ら
の
記
録

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
短
く
ま
と
め
て
話
し

合
い
に
臨
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
、
皆
さ
ん
が
話
さ
れ
る
思
い
を
ま

と
め
て
報
告
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

本
願
の
お
は
た
ら
き
に
よ
り
自
己
中
心

性
に
気
づ
か
さ
れ
、
仏
書
を
読
み
、
聞
き
、

書
き
、
話
す
こ
と
に
親
し
み
な
が
ら
感
性

を
育
て
、
心
豊
か
に
生
き
る
世
界
を
ご
教

示
く
だ
さ
っ
た
研
修
会
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

だ
く
な
ど
多
く
の
実
績
を
お
持
ち
で
す
。

布
野
副
議
長
の
益
々
の
ご
活
躍
を
念
じ

あ
げ
ま
す
。

山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

布
野
信
之
宗
会
議
員
、
宗
会
副
議
長
に
就
任

「
連
研
履
修
者
研
修
会
」
に
参
加
し
て

大
田
東
組

　専
勝
寺
門
徒

　坪

　野

　良

　子

地
区
別
布
教
大
会
感
想

邑
智
東
組

　高
善
寺

　武
田
正
文
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す
べ
て
の
モ
ノ
の
豊
か
さ
の
時
代
、
い
ま

心
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
の
ご
時
世
に
、
地

域
や
人
々
と
の
き
ず
な
や
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
月
七
日
、
大
田
東
組
高
林
寺
ご

住
職
の
菅
原
俊
軌
師
を
お
迎
え
し
て
「
わ

た
し
に
で
き
る
お
手
伝
い
」
を
テ
ー
マ
に
実

践
運
動
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
人
と
し
て

の
生
き
ざ
ま
や
宗
教
観
を
改
め
て
問
い
直

す
よ
い
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
月
八
日
、
ポ
カ
ポ
カ
と
小
春
日
和
の

良
い
お
天
気
の
中
、
教
区
の
若
寺
族
婦
人

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
で
あ
る
石
見
銀
山
で
の
研
修

と
い
う
事
も
あ
り
「
法
灯
の
続
く
陰
に
」

と
の
講
題
で
、
石
見
銀
山
と
宗
門
の
関
わ

り
な
ど
お
話
し
頂
き
、
初
め
て
聞
く
事
も

あ
り
大
変
興
味
深
く
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ご
講
師
の
西
本
寺
前
ご
住
職
様
は
、
石

無
宗
教
で
あ
る
と
い
う
人
や
、
宗
教
に

は
何
の
関
係
も
な
く
、
ま
た
関
心
も
な
い

と
い
う
人
も
い
る
な
か
、
私
た
ち
宗
門
が

お
念
仏
の
み
教
え
を
広
め
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
阿
弥
陀
如
来
の「
智
慧
」と「
慈
悲
」

を
お
伝
え
さ
れ
る
お
寺
さ
ま
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
貰
い
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
正
に
菅
原
俊
軌
師
の
「
伝

道
掲
示
板
」
の
活
用
で
あ
り
、
妙
好
人
前

川
五
郎
松
翁
の
一
文
を
例
に
さ
れ
た
心
の

見
銀
山
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
さ
れ

て
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
下
さ
り
、
研
修
終
了
後
も
、

色
々
と
石
見
銀
山
の
ガ
イ
ド
を
し
て
頂

き
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
満
行
寺
ご
住
職
様
を
ご

講
師
に
「
蓮
弁
」
の
つ
く
り
方
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

「
ハ
ガ
キ
」
で
あ
り
、
五
十
六
例
に
も
及

ぶ
「
こ
と
ば
」
の
数
々
…
な
ど
。
菅
原
俊

軌
師
の
、
よ
り
具
体
的
で
わ
か
り
易
い
、

ご
法
話
が
と
て
も
印
象
的
で
心
に
強
く
残

り
ま
し
た
。

私
た
ち
門
徒
推
進
員
が
、
日
々
の
生
活

に
根
差
し
た
実
践
運
動
を
心
が
け
、
お
寺

さ
ま
と
共
に
運
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
う
の
で
す
。

ま
ず
は
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
。

「
姿
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
お
念
仏

の
な
か
に
語
り
か
け
、
そ
の
大
い
な
る
世

界
に
導
い
て
下
さ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
」

合
掌
は
、
家
庭
で
も
で
き
る
浄
土
真
宗

の
実
践
の
第
一
歩
な
の
で
す
と
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ

皆
さ
ん
蓮
弁
づ
く
り
は
初
め
て
で
、
蓮

の
花
び
ら
の
形
に
切
っ
た
半
紙
と
茶
布
巾

を
手
に
悪
戦
苦
闘
。
で
も
な
か
な
か
綺
麗

に
シ
ワ
が
寄
ら
な
く
て
…
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
楽
し
そ
う
な
笑

い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
「
蓮
弁
」
は
と
て
も
お

供
え
出
来
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
き
っ

と
報
恩
講
に
は
、
各
寺
院
に
皆
さ
ん
の
力

作
が
並
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。た
ぶ
ん
…
。（
笑
）

梅
の
花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、
と
て
も

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ま
一
度
「
わ
た
し
に
で
き
る
お
手
伝
い
」
と
は

浜
田
組

　正
蓮
寺

　佐
々
岡

　光

　宏

｜
門
推
実
践
運
動
研
修
会
｜

「
蓮
弁
づ
く
り
」
に
悪
戦
苦
闘

　
　大
田
中
組

　浄
福
寺

　高

　津

　道

　子

｜
寺
族
若
婦
人
研
修
会
｜

2015（平成27）年度「燈映会」出講予定
燈映会法座 実施月日 出講者名 寺院名

各月午後 1：30 ～ 4月21日（火） 徳川　真英 大田東組浄土寺

5月21日（木） 小玉　教雄 千須賀組浄福寺

6月19日（金） 佐々木かおり 三隅組明顯寺

7月21日（火） 北島　清秀 神門組乗光寺

8月21日（金） 菅本　了道 大田東組立善寺

9月16日（金） 小笠原宣隆 邑智東組西福寺

教堂落成記念法要 10月21日（水） 朝枝　暁範 安芸教区山県中組本立寺

12月21日（月） 三浦志保子 江津組正福寺

御正忌報恩講法要 1月21日（木） 本多　晶道 滋賀教区蒲生下組願證寺

2月19日（金） 玉野　覚明 飯南組明覺寺

3月18日（金） 三明　浄信 大田西組照善坊
●各月午後 1：30 ～　※教堂落成記念法要、御正忌報恩講法要は午前 10：00 ～と午後 1：30 ～の二座。
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山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

【歳　入】	 経常部 【歳　出】	 経常部

2013（平成25）年度山陰教区一般会計歳計決算

款　　　　　　　項 25年度決算額 25年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 33,385,250� 33,350,000� 35,250

1 本年度賦課金 33,331,750� 33,300,000� 31,750

2 過年度賦課金 53,500� 50,000� 3,500

2 宗派助成金 12,745,612� 12,700,000� 45,612

1 宗派助成金 12,745,612� 12,700,000� 45,612

3 願記手数料 2,147,500� 2,000,000� 147,500

1 願記手数料 2,147,500� 2,000,000� 147,500

4 回　　　　金 3,865,000� 3,900,000� △�35,000

1 回　　　金 3,865,000� 3,900,000� △�35,000

5 雑　　収　　入 3,624,425� 3,350,000� 274,425

1 雑　　収　　入 3,624,425� 3,350,000� 274,425

6 前年度繰越金 12,215,785� 12,200,000� 15,785

1 前年度繰越金 12,215,785� 12,200,000� 15,785

経常部合計 67,983,572� 67,500,000� 483,572

歳入総計 68,540,197 68,500,000 40,197�

【歳　入】	 臨時部	
25年度決算額 25年度予算額 対比△減

1 協賛金 556,625� 1,000,000� △�443,375

1 協賛金 556,625� 1,000,000� △�443,375

2 特別協賛金 0� 0� 0

1 特別協賛金 0� 0� 0

臨時部合計 556,625� 1,000,000� △�443,375

【歳　出】	 経常部

款　　　項　　　目 25年度決算額 25年度予算額 対比※超過

1 教区事業費 15,472,449� 16,310,000� 837,551

1 総合教化企画費 1,612,444� 1,750,000� 137,556

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 1,612,444� 1,750,000� 137,556

2 教化費 8,654,005� 9,260,000� 605,995

1 寺院機能振興費 864,150� 1,050,000� 185,850

2 婦人青少年費 1,455,000� 1,500,000� 45,000

2 婦人青少年費

3 総代・壮年費 500,000� 500,000� 0

4 研修費 1,127,225� 1,300,000� 172,775

5 矯正福祉費 300,000� 300,000� 0

6 災害見舞金 3,865,000� 3,900,000� 35,000

7 文書伝道費 538,830� 700,000� 161,170

8 教化活動費 3,800� 10,000� 6,200

3 助成費 5,206,000� 5,300,000� 94,000

1 布教団助成金 600,000� 600,000� 0

2 各種団体助成金 703,000� 750,000� 47,000

3 地方教化助成費 3,903,000� 3,950,000� 47,000

2 会議費 1,137,086� 1,300,000� 162,914

1 会議費 1,137,086� 1,300,000� 162,914

1 教区会議費 858,100� 900,000� 41,900

2 組長会費 133,450� 200,000� 66,550

3 各種会議費 55,000� 100,000� 45,000

4 職員会議費 90,536� 100,000� 9,464

款　　　項　　　目 25年度決算額 25年度予算額 対比※超過

3 教務所費 22,312,991� 22,970,000� 657,009

1 人件費 18,601,895� 18,720,000� 118,105

1 教務所職員俸給 11,834,400� 11,850,000� 15,600

2 賞与 2,710,200� 2,720,000� 9,800

3 退職交付金 0� 0� 0

4 福祉費 2,456,895� 2,450,000� ※6,895

5 諸手当 1,500,400� 1,600,000� 99,600

6 教区勤式指導員事務費 100,000� 100,000� 0

2 事務費 2,524,670� 2,900,000� 375,330

1 通信印刷費 1,444,380� 1,600,000� 155,620

2 事務消耗品費 504,614� 600,000� 95,386

3 事務諸費 507,755� 600,000� 92,245

4 備品費 67,921� 100,000� 32,079

3 旅費 914,720� 1,000,000� 85,280

1 交通費 914,720� 1,000,000� 85,280

4 諸費 271,706� 350,000� 78,294

1 慶弔供奠費 80,000� 100,000� 20,000

2 接待費 27,960� 50,000� 22,040

3 渉外費 40,000� 100,000� 60,000

4 雑費 123,746� 100,000� ※23,746

4 回金 18,354,310� 18,250,000� ※104,310

1 回金 18,354,310� 18,250,000� ※104,310

1 山陰教堂運営費 14,079,320� 14,100,000� 20,680

4 1 1 山陰教堂運営費

2 事務機購入費 300,000� 300,000� 0

3 災害対策費 2,924,990� 2,800,000� ※124,990

4 退職積立金 1,000,000� 1,000,000� 0

5 キッズサンガ事業費 50,000� 50,000� 0

6「各種法要」積立金 0� 0� 0

7 平衡資金 0� 0� 0

5 宗会議員選挙費 24,000� 50,000� 26,000

1 宗会議員選挙費 24,000� 50,000� 26,000

1 宗会議員選挙費 24,000� 50,000� 26,000

6 予備費 0� 8,620,000� 8,620,000

1 予備費 0� 8,620,000� 8,620,000

1 予備費 0� 8,620,000� 8,620,000

歳　出　合　計 57,300,836� 67,500,000� 10,199,164

25年度予算額 25年度予算額 対比※超過

1　山陰教堂回金 556,625 1,000,000 △�443,375�

1　山陰教堂回金 556,625 1,000,000 △�443,375�

臨時部合計 556,625 1,000,000 △�443,375�

歳出総計 57,857,461 68,500,000 △�10,642,539�

【歳　出】	 臨時部	 	

歳入総計 68,540,197�

歳出総計 57,857,461�

差引金額 10,682,736�
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【歳　入】	 経常部 【歳　出】	 経常部

2015（平成27）年度山陰教区一般会計歳計予算

款　　　　　項 27年度予算額 26年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 33,000,000� 33,100,000� △�100,000

1 本年度賦課金 33,000,000� 33,000,000� 0

2 過年度賦課金 0� 100,000� △�100,000

2 宗派助成金 11,000,000� 12,800,000� △�1,800,000

1 宗派助成金 11,000,000� 12,800,000� △�1,800,000

3 願記手数料 2,000,000� 2,000,000� 0

1 願記手数料 2,000,000� 2,000,000� 0

4 回　　　　金 400,000� 900,000� △�500,000

1 回　　　金 400,000� 900,000� △�500,000

5 雑　　収　　入 1,600,000� 1,700,000� △�100,000

1 雑　　収　　入 1,600,000� 1,700,000� △�100,000

6 前年度繰越金 8,000,000� 11,500,000� △�3,500,000

1 前年度繰越金 8,000,000� 11,500,000� △�3,500,000

経常部合計 56,000,000� 62,000,000� △�6,000,000

27年度予算額 26年度予算額 対比△減

1　協賛金 3,900,000 4,900,000 △�1,000,000�

1　協賛金 3,900,000 4,900,000 △�1,000,000�

2　特別協賛金 100,000 100,000 0�

1　特別協賛金 100,000 100,000 0�

臨時部合計 4,000,000 5,000,000 △�1,000,000�

歳入総計 60,000,000 67,000,000 △�7,000,000�

【歳　入】	 臨時部

【歳　出】	 経常部

款　　　項　　　目 27年度予算額 26年度予算額 対比△減

1 教区事業費 14,760,000� 13,710,000� 1,050,000

1 総合教化企画費 3,700,000� 3,000,000� 700,000

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 3,700,000� 3,000,000� 700,000

2 教化費 6,260,000� 5,960,000� 300,000

1 寺院機能振興費 1,050,000� 1,050,000� 0

2 婦人青少年費 1,400,000� 1,650,000� △�250,000

3 総代・壮年費 500,000� 500,000� 0

4 研修費 1,760,000� 1,510,000� 250,000

5 矯正福祉費 400,000� 300,000� 100,000

6 災害活動費 300,000� 100,000� 200,000

7 文書伝道費 800,000� 800,000� 0

8 教化活動費 50,000� 50,000� 0

3 助成費 4,800,000� 4,750,000� 50,000

1 布教団助成金 350,000� 350,000� 0

2 各種団体助成金 450,000� 400,000� 50,000

3 地方教化助成費 4,000,000� 4,000,000� 0

2 会議費 1,650,000� 1,850,000� △�200,000

1 会議費 1,650,000� 1,850,000� △�200,000

1 教区会議費 1,000,000� 1,150,000� △�150,000

2 組長会費 400,000� 400,000� 0

3 各種会議費 200,000� 200,000� 0

4 職員会議費 50,000� 100,000� △�50,000

款　　　項　　　目 27年度予算額 26年度予算額 対比△減

3 教務所費 24,600,000� 24,800,000� △�200,000

1 人件費 19,100,000� 18,900,000� 200,000

1 教務所職員俸給 12,200,000� 12,100,000� 100,000

2 賞与 2,800,000� 2,800,000� 0

3 退職交付金 0� 0� 0

4 福祉費 2,600,000� 2,500,000� 100,000

5 諸手当 1,400,000� 1,400,000� 0

6 教区勤式指導員事務費 100,000� 100,000� 0

2 事務費 3,700,000� 4,200,000� △�500,000

1 通信印刷費 2,000,000� 2,000,000� 0

2 事務消耗品費 600,000� 700,000� △�100,000

3 事務諸費 700,000� 700,000� 0

4 備品費 400,000� 800,000� △�400,000

3 旅費 1,300,000� 1,200,000� 100,000

1 交通費 1,300,000� 1,200,000� 100,000

4 諸費 500,000� 500,000� 0

1 慶弔供奠費 100,000� 100,000� 0

2 接待費 50,000� 50,000� 0

3 渉外費 150,000� 150,000� 0

4 雑費 200,000� 200,000� 0

4 回金 12,350,000� 18,150,000� △�5,800,000

1 回金 12,350,000� 18,150,000� △�5,800,000

1 山陰教堂運営費 11,000,000� 13,800,000� △�2,800,000

2 事務機購入費 300,000� 300,000� 0

3 災害対策費 500,000� 1,000,000� △�500,000

4 退職積立金 500,000� 1,000,000� △�500,000

5 キッズサンガ事業費 50,000� 50,000� 0

6「各種法要」積立金 0� 0� 0

7 平衡資金 0� 2,000,000� △�2,000,000

5 宗会議員選挙費 100,000� 100,000� 0

1 宗会議員選挙費 100,000� 100,000� 0

1 宗会議員選挙費 100,000� 100,000� 0

6 予備費 2,540,000� 3,390,000� △�850,000

1 予備費 2,540,000� 3,390,000� △�850,000

1 予備費 2,540,000� 3,390,000� △�850,000

歳　出　合　計 56,000,000� 62,000,000� △�6,000,000

27年度予算額 26年度予算額 対比△減

1　山陰教堂回金 4,000,000 5,000,000 △�1,000,000�

1　山陰教堂回金 4,000,000 5,000,000 △�1,000,000�

臨時部合計 4,000,000 5,000,000 △�1,000,000�

歳出総計 60,000,000 67,000,000 △�7,000,000�

【歳　出】	 臨時部

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ
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山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

2015（平成27）年度　山陰教区行事予定・報告
部　門 行　　事　　名 期　　　日 会　　　場 講　師 参加者

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
教
区
委
員
会

実
践
運
動

実践運動推進委員会（総会） 27 年 4月／ 28 年 2月 山陰教堂 なし
組長・各組選出者研修協議会（実践） 山陰教堂
同朋社会研修会 7月 9日（木） 出雲市民会館 湯澤義秀師
ご縁まち交流 28 年 2月予定
キッズサンガ通信の発行
実践運動ブロック連絡協議会（5ブロックごとに自主的に開催） ― 各地区にて開催
実践運動僧侶研修会（組、ブロック開催） ― 各組にて開催
実践運動推進協議会（組、ブロック開催） ― 各組にて開催

連
研

連研のための研究会
連研新教材学習会
連研履修者研修会

矯
正

矯正教化連盟山陰教区支部総会 5月 11 日（月） 山陰教堂 なし
矯正教化連盟広島支部（教誨師）研修会 2016 年 2 月 山陰教区担当

広
報
出
版

教区報 ｢山陰 ｣発刊　1000 部 （132 号、133 号、134 号）
ホームページ「山陰教区」�http://www.saninkyoku.net
妙好人カレンダー発行（22,000 部）

社
推

各施設カレンダー配布 12 月　
連絡協議会

ビ
ハ
ー
ラ

ビハーラ山陰総会・研修会 5月 19 日（火） 山陰教堂 安部睦美師
第 9回ビハーラ活動第 4連区集会 四州教区
ビハーラ講座 山陰教堂
ビハーラ山陰機関誌第 3号発行 2016 年 4 月

僧
侶

僧侶研修会 8月 26 日・27 日（水・木） 出雲市民会館 内藤知康師
勤式講習会（僧侶研修会と併修） 8月 27 日（木） 出雲市民会館 山﨑崇峰師

門
　
推
　
協

総会 ･研修会
実践運動研修会
第 4連区門徒推進員実践運動研修会
門徒推進員の集い（本山）
会報 ｢ともしび ｣第 17 号発行、900 部

布
　
教
　
団

総会・研修会 4月 14 日（火） 山陰教堂
地区別布教大会 2月 22 日～ 23 日
青年布教使育成教区研修会
第 4連区布教使研修会 7月 1日～ 2日 備後教区
第 4連区青年布教使研修会 10 月 20 日～ 21 日 山口教区
研修旅行 7月 14 日～ 16 日 鹿児島
寺院振興 ｢ともしび法座 ｣（14 年目）

総
代
会

総代研修会（鳥取） 11 月下旬 鳥取伯耆組
総代研修会（出雲） 12 月上旬 出雲市民会館
総代研修会（石見） 12 月上旬 石見地区寺院
会報「門徒総代会だより」発行 3月

仏
教
壮
年
会

総会 ･研修会 5月 10 日（日）
ブロック研修会　　�　鳥取地区
　　　　　　　　　�　石見地区
　　　　　　　　　�　出雲地区
連区連絡協議会 備後教区担当
全国大会
会報「壮創」発行

仏
教
婦
人
会

仏
　
　
　
婦

教区仏婦連盟総会・研修会 5月 13 日（水） 松江テルサホール 野村康治師
実践運動研修会 9月～ 10 月 出雲市民会館
仏婦若婦人研修会 7月・10 月（2回） 松江・たちばな、茶室 福間信隆師
連区連絡協議会 広島別院
第 15 回世界仏教婦人会大会 5/27～6/4（大会5/30） カナダ・カルガリー 26 名
仏教婦人幹部研修会 6月 18 日～ 19 日 本願寺 教区委員長
若婦人中央研修 10 月 31 日～ 11 月 1日 本願寺
総連盟総会 4月 18 日（土） 本願寺 中川清昭師 14 名

寺
　
婦

寺族婦人研修会
寺族若婦人研修会
会報「寺婦のひろば」発行

青
　
少
　
年

少
　
年

総会・研修会
指導者研修会　
少年連盟中央研修会
中 ･四国ブロック指導者研修会 6月 24 日（水）
少年教化推進者研修会
広報紙 ｢はばたき ｣発行

保
　
育

まことの保育大学講座（連区）（山口） 7月 29 日～ 30 日 岩国市内
全国保育大会 北海道
総会・理事会 4月 28 日 浜田組光西寺
教区まことの保育入門講座

仏
　
青

全国真宗青年の集い
第 60 回中央研修会
仏青ブロック研修会
教区の集い
本山成人式

野球
第 39 回全国寺族青年軟式野球大会
中 ･四国地区寺族青年野球大会

勤式
法務員・特別法務員連絡協議会・勤式研修会 9月 3日（木） 山陰教堂
勤式練習所
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「
あ
な
た
往
く
人
、
私
少
し
遅
れ
て
往
く
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
浄
土
へ
還
る
人
」

飯
南
組

　福
蔵
坊

　高

　橋

　浩

　文

今
年
度
の
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
公
開
講
座
に

お
招
き
し
た
長
倉
伯
博
先
生
は
、
地
元
鹿

児
島
で
医
療
関
係
者
と
と
も
に
緩
和
ケ

ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
終
末
期
の
患
者
・
家
族

の
ケ
ア
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、「
ビ
ハ
ー
ラ
と
は
、
医
療
や
福

祉
と
協
力
し
な
が
ら
苦
で
あ
る
現
実
と
向

き
あ
い
、
仏
教
を
通
し
て
そ
の
苦
を
乗
り

越
え
人
生
の
意
義
を
見
出
す
助
け
と
な
る

活
動
で
あ
る
」
と
捉
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
の
僧
侶
と
寺
院
に
は
、

ス
ト
レ
ス
が
増
大
す
る
社
会
に
あ
っ
て
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
居
場
所
と
し
て
の
役
割
、

人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
く
社
会
に

あ
っ
て
繋
ぎ
役
と
集
い
の
場
と
し
て
の
役

割
が
時
代
の
要
請
と
な
り
、
よ
り
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
な
ど
に
で
き
る
だ
け

参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
開
講
座
で
の
数
々

の
事
例
の
壮
絶
な
生
き
様
や
苦
悩
に
、
今

ま
で
病
院
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て
い
た
私

自
身
の
世
間
の
狭
さ
を
知
り
、
自
分
中
心

で
身
勝
手
、
傲
慢
な
姿
勢
を
恥
ず
か
し
く

思
い
ま
し
た
。

今
回
、
患
者
さ
ん
た
ち
に
寄
り
添
う
基

本
的
態
度
と
し
て
、
傾
聴
・
受
容
・
響
感

で
決
し
て
押
し
つ
け
な
い
こ
と
、「
が
ん

ば
っ
て
」
は
言
わ
ず
、
問
題
解
決
者
で
も

回
答
者
で
も
な
く
伴
走
者
の
関
係
で
あ
り

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

誰
か
に
相
談
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
、
大
抵
信
頼
、
安
心
で
き
る
人
に
は
話

す
の
で
し
ょ
う
が
、
話
し
や
す
い
人
、
傍

ら
に
い
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
え
る
人
、

そ
う
い
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
心
し
て
お

く
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
仏
教
が
あ

る
風
景
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
僧
侶

と
し
て
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、
喪
失
の
痛
み
を

ケ
ア
す
る
学
び
と
営
み
、
門
徒
さ
ん
に
相

談
に
来
て
も
ら
え
る
寺
で
あ
り
た
い
な
ど

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
そ
う

し
た
視
点
で
仏

事
を
見
つ
め
直

し
、
門
徒
さ
ん

方
と
法
縁
を
深

め
る
な
か
で
、

歩
む
べ
き
道
を

拓
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
公
開
講
座

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ

平成 26年度ともしび法座実施一覧
開催組 開催寺院 法座名 開座日 開始時間 出講講師
松　江 蓮生寺 永代経 平成26年 5月24日（土） 10：00～ 一座 菅原　俊軌
々 願誓寺 々 〃 5月24日（土） 13：00～ 一座 々
々 福萬時 々 〃 5月25日（日） 10：00～ 一座 々
々 誓願寺 々 〃 5月25日（日） 13：30～ 一座 々
邑智西 浄蓮寺 永代経 〃 6月8日（日） 13：00～ 一座 三瀧　香順
江　津 住蓮寺 永代経 〃 9月18日（木） 13：30～ 一座 藤澤　行治
佐　波 大光寺 永代経 〃 11月8日（土） 13：00～ 一座 毛利　聡真
大田東 禮善寺 報恩講 〃 11月9日（日） 13：00～ 一座 三浦志保子
江　津 蓮生寺 報恩講 〃 11月15日（土） 13：00～ 一座 齋藤　友法
邑智西 浄蓮寺 報恩講 〃 11月16日（日） 13：30～ 一座 中村　英晴
江　津 淨念寺 報恩講 〃 11月23日（日） 13：00～ 一座 加納　　真
大田西 浄林寺 報恩講 〃 12月1日（月） 13：00～ 一座 小笠原宣隆
鹿　足 了徳寺 御正忌報恩講 平成27年 1月9日（金） 9：30～ 13：30～ 篠部　洪紀
大田中 浄連寺 御正忌報恩講 1月17日（土） 13：30～ 一座 小野　隆志
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「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」登
録
者 

募
集
に
つ
い
て

今
般
、社
会
部〈
災
害
対
策
担
当
〉よ
り
、

標
記
の
件
に
つ
い
て
登
録
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
宗
門
全
体
で
よ
り
強
力
な
災
害
対

策
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
本
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

目
的
：�

非
常
災
害
時
に
備
え
る
た
め
、
救

援
・
復
興
支
援
活
動
に
従
事
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
宗
門
内
か
ら

募
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

経
緯
：�

東
日
本
大
震
災
や
、
今
後
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
非
常
災
害
も

想
定
さ
れ
る
中
、
宗
門
全
体
で
よ
り

強
力
な
災
害
対
策
を
進
め
る
た
め
、

指
示
系
統
、
情
報
の一
元
化
を
図
り

た
い
と
願
わ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

体
制
：�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
登
録
者
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
要
請
が
来
ま
す
。

募
集
：�

個
人
で
も
、
団
体
で
も
歓
迎
さ
れ

ま
す
。

※
申
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
国
的
に
過
疎
・
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
寺
院
活
動
の
活
性
化
や
寺
院
周
辺
の

地
域
お
こ
し
の
た
め
の
事
業
を
宗
派
が
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
寺
お
こ
し
事
業
」

で
す
。
情
報
を
提
供
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
さ

れ
ま
す
。

た
と
え
ば
自
坊
や
お
知
り
合
い
で
、
物

品
の
生
産
加
工
販
売
事
業
な
ど
な
さ
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、「
寺
お
こ
し
事
業
」
を

ご
利
用
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
寺
院

の
法
座
や
行
事
で
の
記
念
品
と
し
て
購
入

し
て
い
た
だ
く
な
ど
流
通
の
促
進
が
期
待

で
き
ま
す
。

ま
た
、
宿
坊
や
精
進
料
理
な
ど
の
活
動

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
旅
行
に
利
用
い
た

だ
く
な
ど
、
今
ま
で
ご
く
限
ら
れ
た
地
域

や
、
独
自
の
努
力
で
行
わ
れ
て
い
た
活
動

に
対
し
て
も
、「
寺
お
こ
し
事
業
」
の
活
用

に
よ
り
、
全
国
の
寺
院
が
顧
客
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
、
自
坊
で
記
念
品
や
お
扱
、
研
修

旅
行
プ
ラ
ン
な
ど
に
困
っ
た
と
い
う
時
に
、

利
用
者
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
だ
け

る
等
、
全
国
規
模
の
寺
院
活
性
化
も
期
待

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
宗
報
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

宗
派
（
本
山
）
寺
院
活
動
支
援
部
「
過
疎

対
策
担
当
」
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

本
号
か
ら
、
各
組
や
寺
院
な
ど
で
実
践

運
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

邑
智
西
組
の
事
例
紹
介

「
災
害
支
援
：
互
い
に
た
す
け
あ
う
」

（
組
・
実
践
目
標
）
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
に
支
援
金
を
送
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
（
日
）
午

後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
、
会
場
は
矢
上
の

交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

従
来
か
ら
催
し
て
い
る
「
人
生
講
座
」
を

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
入

場
券
一
、〇
〇
〇
円
を
購
入
し
て
頂
き
、
そ

れ
を
東
日
本
大
震
災
の
支
援
金
に
送
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
二
五
五
名
で
し
た
の
で

二
五
五
、〇
〇
〇
円
（
諸
経
費
を
含
む
）
を

支
援
金
と
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
福
山
市
専
光
寺
坊

守
で
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
藤
井
文
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
備
後
教
区
ボ
ー
モ
リ
ー
ズ
で
コ
ー

ラ
ス
指
導
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。「
な
つ
か

し
の
歌
声
喫
茶
」
と
題
し
て
仏
教
讃
歌
や

な
じ
み
深
い
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
寺
院
と
仏
教
婦
人

会
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
初
目
標
人
数

を
二
〇
〇
名
と
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
入
場
者
か
ら
も

「
と
て
も
よ
か
っ
た
」「
癒
さ
れ
た
」
と
好

評
で
し
た
。

「
寺
お
こ
し
事
業
の
紹
介
」

情
報
提
供
の
お
願
い

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例
紹
介

回 月 日 曜日 会場 時間 講義内容 備考

第1回 2015年�
4月 28日 火 西部会場

（江津組�浄光寺）
18：30 ～
21：00

正信偈�
（行譜・草譜）西部会場開所式

第2回 5月 26日 火 西部会場�
（江津組�浄光寺）

18：30 ～
21：00 作法・荘厳

第3回 6月 23日 火 西部会場�
（江津組�浄光寺）

18：30 ～
21：00 礼讃（日没）

第4回 7月 28日 火 西部会場�
（江津組�浄光寺）

14：00 ～
18：00 葬場・被着法

4時間の講義�
懇親会を予定

第5回 9月 29日 火 本願寺山陰教堂 18：30 ～
21：00

御伝鈔
（上巻） 特別プログラム

第6回 10月 15日 木 本願寺山陰教堂 18：30 ～
21：00

御伝鈔
（下巻） 特別プログラム

第7回 12月 17日 木 東部会場�
（本願寺山陰教堂）

18：30 ～
21：00

正信偈�
（行譜・草譜）東部会場開所式

第8回 2016年�
1月 28日 木 東部会場�

（本願寺山陰教堂）
18：30 ～
21：00 作法・荘厳

第9回 2月 18日 木 東部会場�
（本願寺山陰教堂）

18：30 ～
21：00 礼讃（日没）

第10回 3月 17日 木 東部会場�
（本願寺山陰教堂）

14：00 ～
18：00 葬場・被着法

4時間の講義�
懇親会を予定

※�西部会場の講義（4月～7月）と東部会場の講義（12月～3月）は、同じ内容
で行います。
　　また、9月と10月は特別プログラムとして実施いたします。

2015（平成27）年度　山陰教区勤式練習所日程
西部会場：江津組浄光寺（江津市千田町 451）
東部会場：本願寺山陰教堂（松江市大正町 443-1）

＜お問い合わせ・お申込み＞
山陰教区教務所　勤式練習所事務局

〒 690-0002　松江市大正町 443-1
電話　0852-21-4747　　FAX　0852-27-8351

メール　gonshiki@saninkyoku.net

教区報「山陰」第131号.indd   10 15.5.2   11:26:15 AM
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二
月
十
四
日
に
映
画
A
2
｜
B
｜
C
の

上
映
会
が
大
田
ア
ス
テ
ラ
ス
会
場
、
島
根

県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
の
２
会

場
で
イ
ア
ン
・
ト
ー
マ
ス
・
ア
ッ
シ
ュ
監

督
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
映
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
有
志
で
A
2
｜
B

｜
C
上
映
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
私

は
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
両
会
場
合
わ
せ
て
約
三
六
〇

人
の
方
々
が
上
映
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

映
画
の
題
名
の
A
2
｜
B
｜
C
と
は
甲

状
腺
に
発
生
し
た
嚢
胞
や
結
節
の
大
き
さ

の
判
定
レ
ベ
ル
を
あ
ら
わ
す
表
記
で
、
本

映
画
で
は
甲
状
腺
検
査
で
A
2
判
定
を
受

け
た
子
供
達
と
そ
の
お
母
さ
ん
を
と
り
あ

げ
て
、
福
島
で
暮
ら
す
こ
と
の
厳
し
い
現

実
や
、
不
安
、
憤
り
の
証
言
を
記
録
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
映
画
会
に
関
わ
る
ま
で
は
危

険
で
あ
れ
ば
対
象
地
域
か
ら
避
難
す
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
映
画

を
観
て
、
そ
し
て
、
こ
の
上
映
会
を
き
っ

か
け
に
し
て
知
り
合
っ
た
原
発
事
故
に

よ
っ
て
島
根
に
避
難
さ
れ
た
方
々
や
、
一

時
的
に
避
難
を
し
て
い
て
も
福
島
に
帰
ら

ざ
る
を
得
な
い
方
た
ち
の
話
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
く
な
か
で
、「
様
々
な
事
情
が
あ
り

留
ま
ら
ざ
る
え
な
い
人
」、「
避
難
す
る
こ

と
を
選
択
し
た
こ
と
で
仕
事
や
家
を
失
い
、

子
供
と
車
で
寝
泊
ま
り
を
し
な
が
ら
、
場

所
を
点
々
と
し
て
住
む
所
、
生
活
が
で
き

る
と
こ
ろ
を
探
し
た
と
い
う
人
」、
各
々
に

複
雑
な
状
況
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

『
避
難
す
る
』
と
い
う
選
択
を
し
て
も
、

『
被
災
地
に
留
ま
る
事
』
を
選
択
し
て
も
、

そ
こ
に
は
大
変
な
苦
労
や
不
安
が
あ
る
こ

と
は
当
然
容
易
に
考
え
つ
く
は
ず
な
の
で

す
。
で
す
が
、
私
は
そ
こ
に
伴
う
大
変
な

苦
労
や
不
安
を
ま
っ
た
く
考
え
ず
に
安
易

な
考
え
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
気

付
か
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、「
避
難
す
べ
き

だ
！
」
と
い
う
一
つ
の
言
葉
や
想
い
が
そ

こ
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
達
を

傷
つ
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
映
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
て
、
パ
ネ
ラ
ー
の
方
が
「
福
島
に
い
る

こ
と
を
選
ん
だ
こ
と
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
福
島
か
ら
避
難
す
る
と

い
う
こ
と
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ど
ち
ら
の
行
動
も
非
難
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。」
と
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
選
択
を
す
る
の
に
正
確
な

信
頼
で
き
る
情
報
が
必
要
で
す
。
実
際
、

放
射
能
が
人
体
に
与
え
る
影
響
は
ま
だ
ほ

と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
の
に
、「
ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
わ
か
ら
な

い
。」
で
は
な
く
、「
大
丈
夫
で
す
、
安
全

で
す
。」
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
不
誠
実
で

す
。原

発
事
故
に
関
し
て
は
様
々
な
情
報
が

飛
び
交
っ
て
な
に
を
信
用
し
て
良
い
の
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
現
状
な
の
で
、
考
え

る
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
方
が
楽
な
の
で

は
な
い
か
と
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
イ
ア
ン
さ
ん
は
「
福
島

に
行
き
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
何
か
を
伝

え
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
に
、
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
、
伝
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
に
自

分
は
気
付
い
て
し
ま
っ
た
。
も
う
知
ら
ん

顔
で
き
な
く
な
っ
た
。
引
き
返
せ
な
い
ん

だ
よ
。」
と
仰
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
考
え
る
の
を
や
め
て
、
思

考
停
止
し
な
い
こ
と
、
一
人
一
人
が
こ
の

問
題
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。こ

の
映
画
会
を
通
し
て
監
督
や
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
、
映
画
会
を
き
っ
か
け
に
知
り

合
い
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
方
々
、

そ
し
て
原
発
事
故
以
降
に
島
根
に
避
難
さ

れ
た
方
々
と
、
沢
山
の
出
会
い
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
少
し
ず
つ
人
の

輪
を
広
げ
て
、
色
々
な
人
達
の
考
え
を
聞

い
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
問
題
と
向
き
合

い
、
自
分
が
す
べ
き
事
を
考
え
、
行
動
し

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ

江津組　蓮敬寺
冨金原 真慈

「A2-B-C上映実行委員会について」

常例線布教
4月 小�野　隆�志（三隅組専正寺）【18日のみ目次知浄】
7月 那�須　英�信（備後教区沼隈南組善正寺）
9月 柳�樂　由�乗（出雲組龍善寺）
10月 石�橋　泰�範（邑智西組光西寺）
3月 特�留　宣�裕（大田西組法久寺）

ホームページに書式ダウンロードページを新設
山陰教区ホームページ（http://saninkyoku.net）に、書式ダウンロードのペー
ジを設置しました。
　本願寺山陰教堂使用規定、仏婦連盟ガウン借用申請書、災害ボランティア
登録申込書といった教区関係書式をダウンロードし、プリンタで印刷してご利
用いただけます。（掲載ご希望の書式等がございましたら、当教区教務所まで
ご一報ください。）
ダウンロードページアドレス→ http://saninkyoku.net/document
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教
区
で
は
多
く
の
研
修
会
・
行
事
等

を
実
施
し
て
い
る
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
た
だ
多
く
の
“
会
”
に
参
加
さ
れ

て
い
る
方
と
、
全
く
参
加
さ
れ
な
い
方

が
あ
る
よ
う
で
、
今
後
多
く
の
皆
様
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
そ
し
て
私
こ
そ
感
想
・
報
告

を
書
こ
う
と
い
う
方
は
、
申
し
出
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
四
半
世
紀
も
前
の
こ
と
で
す
が
、

拙
寺
に
“
マ
ル
サ
の
男
”
が
来
た
と
い

う
こ
と
を
こ
の
教
区
報
に
書
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
対
応
に
追

わ
れ
る
程
多
く
の
お
寺
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
。
教
区
の
方
々
が
興

味
の
あ
る
こ
と
・
切
実
な
問
題
等
も
こ

れ
か
ら
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
編
集
委
員
の
立
場
で
す
と
、
依

頼
し
た
原
稿
は
す
ぐ
に
で
も
書
い
て
ほ

し
い
も
の
で
す
が
、
自
分
が
い
ざ
書
く

と
な
る
と
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い

も
の
の
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　（
Ｒ
Ｓ
）

〒690-0887 松江市殿町517 アルファステイツ殿町1F

TEL：0852-22-4893
FAX：0852-27-8359

観光庁長官登録旅行業第1926号

総合旅行業務取扱管理者　青山光弘

株式会社 近畿日本ツーリスト中国四国
山　　陰　　支　　店

組
長
就
任
と
同
時
に
展
開
さ
れ
た
実
践

運
動
も
瞬
く
間
に
三
年
が
経
過
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
基
幹
運
動

の
実
績
を
踏
ま
え
つ
つ
も
実
践
運
動
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
目
標
「
日
常
の

寺
院
活
動
｜
地
域
に
つ
な
が
る
人
と
、
人

の
つ
な
が
り
の
育
成
」
を
三
年
間
の
推
進

計
画
と
し
て
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

○
鳥
取
伯
耆
組
実
践
運
動
委
員
会
設
置
並

び
に
規
則
の
策
定
。

○
実
践
運
動
の
目
的
と
活
動
内
容
を
協
議

会
に
諮
り
、
企
画
策
定
し
組
内
各
寺
院

の
教
化
団
体
を
通
じ
て
実
践
し
て
ゆ

く
。

○
基
幹
運
動
推
進
で
取
り
組
ん
で
き
た
門

信
徒
会
運
動
・
同
朋
運
動
も
鳥
取
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
継
承
し
、
更
に
社
会
に

お
け
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
特
に
親
子
の
絆
を
深
め
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

○
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
実

践
運
動
の
啓
発
と
成
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
改
善
或
い
は
反
省
す
べ
き
問
題
点

が
見
受
け
ら
れ
る
な
ら
ば
組
内
の
総
括

と
し
て
協
議
し
て
い
く
。

当
組
内
の
寺
院
は
世
代
継
承
が
進
み
、

三
十
代
・
四
十
代
の
若
手
住
職
を
中
心
に

積
極
的
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。比

較
的
順
調
に
実
践
運
動
は
進
ん
で
は

い
ま
す
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
参
加

者
減
少
に
よ
る
休
講
中
の
連
研
の
早
急
の

実
施
と
充
実
を
は
か
り
、
又
、
連
研
講
師

は
従
前
の
と
お
り
住
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

も
兼
ね
て
持
ち
回
り
と
す
る
こ
と
で
実
施

し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
連
研
修
了
者
の
門
徒
推

進
員
中
央
研
修
参
加
要
請
と
組
織
化
の
必

要
性
を
感
じ
、
他
の
組
よ
り
進
捗
状
況
が

遅
れ
て
い
た
点
を
反
省
し
、
急
遽
推
進
計

画
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成

二
十
六
年
度
中
に
門
徒
推
進
員
協
議
会
設

立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
重
ね
設

立
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

現
在
、
十
四
名
で
の
会
員
構
成
で
は
あ

り
ま
す
が
、
実
践
運
動
の
根
幹
に
仏
法
の

妙
味
で
あ
る
自
信
教
人
信
の
言
葉
の
重
み

を
深
く
頂
き
、
自
利
利
他
の
意
味
合
い
を

共
に
実
践
し
な
が
ら
組
内
各
寺
院
の
実
践

運
動
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

組
内
の
実
践
運
動
の
現
状

鳥
取
伯
耆
組
長

　前

　
田

　
智

　
博

協
賛

瀬
尾
浩
義
商
店

〒
七
三
三
｜
〇
八
五
一

広
島
市
西
区
田
方
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
九
〇
九
｜
一
｜
三
〇
一

T
E
L
〇
八
二
｜
二
七
二
｜
八
四
六
一
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